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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（－）十

　　「ハナ、ハト、？メ」。七十年以上も昔、大正四年生まれの私の母が小学校の国語教本で習った

言葉であるが√パトが人間にとって昔から親しみのある身近な鳥であったことは、どうも時空を越

えて共通する事実のようである。なにしろ、「ハト科には約二百八十五種があり、両極地方を除い

て世界的に分布している」（1）というのだから、それもむべなるかなである。∧ハト科は種類が非常に

多いけれども、『英語歳時記』によれば、ヨーロッパで最も一般的なハトはring dove （または

wood pigeon =ジュズカケバト）、rock dove （カワラバト）、turtle dove （キジバト）の三種であ

り、北アメリカでは悲しげな声でなく･･mourning dove が多い（2）、とのことであIる。ちなみに√

英語のdoveの語源はdive (ハトの頭の動作からの連想）にあり、日本語のパトの語源はこの鳥

が飛ぶ時にたてる大きな羽音「はた、はた」にある（3）ようだが、そう言われてみれば全くその通り

である。　　　　　　　　　　　　　十　　　　　　犬

　普通英語でハトと言えば、＜pigeon＞か＜doｖｅ＞であり、両者の間には「はっきりした区別は

ない」（ｏと言われているが、一般に前者が「飼いバト」を意味するのに対して、後者は詩語で「小

型の野生バト」を意味するようである。試みに手元の『講談社和英辞典』でハトの項を見てみると、

「ａ pigeon; a dove 《pigeonの方が一般的な語、また汚い感じを与える。 doｖｅの方が上品な

語》」（5）と述べている。こうしたイメージのためかどうか、英語の本場である英国ではpigeonの

方が一般的な語であるにしても、西洋の文学や美術の世界に登場するハトはpigeonよりもdove

の方が多いようである。ちなみに、=フリースの『イメージ・シンボル辞典』にあたってみても、

doｖｅ.とturtledoveの項はあるが、pigeonの項は見あたらない６つまり、doｖｅがハト科の総称

として用いられているのであ=る。また聖書に登場するﾊﾄﾉもturtledoveを含めればdoｖｅが四十

六箇所であるのに対して、pigeonは十二箇所である。　　　　　　　　　　’

　とはいえ、旧約聖書というのは元々ヘブライ語で書かれたものであり、それを英語に翻訳した

「『欽定訳聖書』では、もとめ＜パト＞をさすヘブライ語の言葉を、あるヽときはdove、またあると

きはpigeonと英訳しているので、特に両者を区別する意図はなきそうである」（6）という指摘があ

る。したがって、聖書で使われているpigeonとdoｖeの区別に、もし何らかの意図や意味があ

るとするなら、簡明に言って、前者が公園や社寺で群れている地味なハトを連想させるのに対して、

後者は手品師が用いる小型で可憐な白バトを連想させるという点にあるのではなかろうか。換言す

れば、＜doｖｅ＝白バト＞という暗黙の了解と前提に意味があるのである。クレベールは『動物シ

ンボル事典』の中で「ｃ０１０ｍｂｅ［doｖｅ］は鳩の種類としてはくかわらばと＞と呼ばれるものに対応
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するが、象徴的には、むしろ＜白い鳩＞、そしでこの語が女性名詞でjあるごとｽかlら、女性名詞で表

現されるものの象徴として使われる。その点がpigeonと:異なる｣(7)と述べている。イメージやシ

ンボルの世界では色が重要な役割を果たしていることを考こえれば、＜ハトの白きこと＞を抜きにし

て＜白＼い鳩＞を語れぬことは確かである。メルヴィルが千白鯨』=の中で、わざわざ一章をもうけて

｢鯨の白きこと｣(四十二章)に触れているのは、イメージやシンボルめ世界に於ける色、とりわけ

白色の重要性を示す証左である。以上のことを念頭において話を進めたい。　Ｊ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(ニ)　　　　　　　　　　　＼

　さて、フリースの『イメージ・シンボル辞典JIによれば、ハト(doｖe)め項は二十八項目にも

分かれ、その主な内容を拾ってみても、｢大空一天国｣、△｢大宇宙の｣万物の母ﾐ豊饒の大女神｣、｢魂｣、

｢神託｣、｢復活、再生｣、｢愛の悦び｣、｢平和｣、｢清浄、無垢｣、｢臆病｣、｢お人好し、ぼんくら｣(8)と

多岐にわたる。とはいえ、これらのイメージやシンボルめ中で最も有名なのは√＜ハト＝平和の象

徴＞というものではなかろうか。フランス人のクレベごルぱ∧｢今白では、人も知るとおりぺ鳩は平

和の象徴である｣(9)と断言しているが、我が国の『広辞苑』を紐解いてみても、この島に関して

｢①ハト目ハト科の島原総称。ほとんど全世界に分布し√約三百種。＼全長二十･ヽ､八十センチメート

ル。嘴(クチバシ)は短く厚みがあり、体はずんぐりじでいるノ日本にはカデ:ズバト・キジバト・

シラコバト・アオバトなどが分布。また、カワラバトが家禽化され、ﾚ伝書用･j観賞用・食用など多

くの品種がある。それが野性化し、都市周辺などに多い。し平和の象徴とされる｣(10)と解説している。

では√どうしてハトが平和の象徴となったのであ=ろうか。………先ず、ﾚごめ点から考え七みたい。

　普通キリスト教国で単数の＜本＞という名詞に定冠詞をうければ、聖書を意味するという周知の

事実からも理解できるように、様々な動植物に対して我々人間が抱くしイメージやシンボルに於いて

聖書が決定的な影響を与えているケースは少な<：はないノそめ一づが＜ハト=よ平和の象徴＞という

ものである。このルーツは旧約聖書の『創世記』(8: 8-12)にある。j大洪水とノアの箱舟を描いて

いる有名な箇所であるが、ここは聖書でハトが最初に登場する場面Tでもあるよ具体的に見てみよう。

　　Also he sent forth a dove from ｈｉｍ、to see if the waters were abated from off the

　　face of the ground; But the dove found no rest for the sole of her foot、and she

　　returned unto him into the aｒk、for the watersく[were]ｏｎ]the face:of the whole

　　earth: then he put forth his hand、 and took heｒ、and pulled her in unto him into

　　the ａｒk、And he､stayed yet other seven days; ａ面トagainhe sent forth the dove out

　　of the ark; And the dove came in to him in the∧evening; and、10､in her mouth

　　[ｗａs]an olive leaf plucked off: so Noah knew that the waters were abated from

　　off the earth. And he stayed yet other seven days; and sent forth六体edove; which

　　returned not again unto him any more.十　　　＼　　　▽　　　　　　　　　　ノ

(また、彼は水が地の面から引いたかどうか壱見るために、鳩を彼のもとから放った。

　鳩は、その足を休める場所が見あたらなかった、箱舟の彼のもとに帰って来た。:水が全

地の面にあったからである。彼は手を差し伸べて鳩を捕え、箱舟の自分のところに入れた。

　それからなお七日待うて、再び鳩を箱舟か､ら放う:たく。ヶ鳩は夕方になって√彼のもとに帰っ

てきた。すると見よ。むしり取ったばかりのオリー=-ﾌﾞの若葉がそのくちば七にあるではな

いか。それで、ノアは水が地から引いたのを知った。　　　　犬

　それからなお、七日待って、彼は鳩を放った。ﾄ鳩は/も=う彼のと宍こ=ﾉろに戻って来なかった。(ｕ))
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　ノアの大洪水とは人道を踏み外した人間どもに対する神の怒り4こよって引き起こされたものであ

り、神の意図は堕落した人間を初めどして地上の「肉なるもの」全てを滅ぼし、義人ノアを中心に

新しい世界を作ることにある。『創世記』によれば、神が四十日四十夜に亙って大雨を降らせた結

果、天にそびえる山の頂までもが水没するほどの大洪水が発生したために、地上の生き物は全て滅

び、生き残ったものはノアの箱舟の中にいたものたちだけである。百五十日たってようやく水が引

き初め、箱舟はアララテ山の頂にとまった。それからなお数力月して、ノアは箱舟からガラスを放っ

たが、ガラスは水が地から乾ききるまで、出たり戻ったり七七いた。このガラスの次にノアが放っ

た鳥がハトである。したがって、オリーブの若葉をくわえて戻ったハトは大洪水の終了と神に祝福

された新しい時代の始まりを告げる平和の使者と言えるのである。ここにキリスト教芸術に於いて

ハトが平和の象徴とされる由縁がある。　　　　　　　　　　　　犬　　　‥　　　　　：

　絵画やデザイン、ポスターなどで「オリーブの若葉をくわえたハト」がいつも白バトとして描か

れているのは、既に聖書時代の昔から、その白い色に象徴的な意味が込められていたからであろう。

ノアが箱舟から二羽の鳥、ガラスとハトを放ちながら、最終的に洪水が地上から引いたことを彼に

教えるのはガラスではなく、ハト（doｖｅ）である。つまり、色のイメージやシンボルで言えば、

黒が暗闇の世界を連想させるのに対して、白は光の世界を連想させるとするなら、丁（色の黒い）烏

はまだ晴れやらぬ闇の暗さを表し、白鳩は再び戻ってきた明るさを表している」(12)と言えるのであ

り、したがって、ノアの洪水の場面に登場するハトはpigeonではなく、doｖｅ（白バト）である

ことに意味があるのである。　　ト　　　　つ　　　　　　　　　　十

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（三）

　では、聖書に登場する他のハトについても見てみよう。聖書全体の中でハト（doｖｅ、pigeon、

turtle［turtledove])についての言及があるめは四十六箇所である。 dove （うちturtledoveとい

う語は十五箇所）はその全ての箇所に顔を出しているが、pigeonが登場するのは十二箇所である。

以下の引用文は、既に見た『創世記』の五箇所を除いた四十一箇所である。　　　　　し

(1)『創世記』15・ 9 :すると（神は）彼［アブラハム］に仰せられた。「わたしのとこ

ろに，三歳の雌牛と，三歳の雌やぎと，三歳の雄羊と，山鳩とそのひなを持って来なさい

/ And he said unto him, Take me an heifer of three years old, and a she goat of

three years old, and ａ ram of three years old, and ａ turtledove, and ａ young pi-

geon」　　　I　　　　　　　　　　　　　　　犬

　（２）「レビ記」1・14:「もしその人の主へのささげ物が、鳥の全焼のいけにえである

なら、山鳩または家鳩のひなの中から、そのささげ物をささげなければならない/ And

if the burnt sacrifice for his offering to the ＬＯＲＤ［be］of fowls、then he shall

bring his offering of turtledoves、or of young pigeons」　　　　犬

(3)「レピ記」５・７：「しかし，もし彼が羊を買う余裕がなければ，その犯した罪過

のために，山鳩二羽あるいは家鳩のひな二羽を主のところに持って来なさい．一羽は罪の

ためのいけにえとし4他の一羽は全焼のいけにえとする/ And if he bむ not ableニto

bring:ａlamb, then he shall bring for his trespass, which he hath committed, two

turtledoves, or two young pigeons, unto the ＬＯＲＤ;one for ａ sin offering, and the

othやr for a burnt offering」　　　　　　　　.･　　　　.･　づ
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（４）「レピ記」5・11:（もしその人が山鳩二羽=あﾚる）いは家鳩のひしな二羽ﾉさえも手に入

れることができなければ、その犯した罪のためのささげ物とし七、十分め→エパの小麦粉

を罪のためのいけにえとして持って来なさ/い∠But if he beヶnot able to bring two

turtledoves、or two young pigeons、 then〉he that sinned shall bring for his offering

the tenth part of an ephah of fine flour for ａ sin offering」　　　.･

　（５）『レビ記』12・ 6 :「彼女のきよめφ期間が満ち=たなら、ｹﾞそれが息子の場合であっ

ても、娘の場合であっても、その女は全焼のいけにえとして一歳の子羊一頭と、罪のため

のいけにえとして家鳩のひなか、山鳩を一羽、会見の天幕の人口にいる祭司のところに持っ

て来なければならない/ And when the days of her purify面如re fulfill･6d･、for ａ ６０ｎ、

or for ａ daughter、 she shall bring a lamb of the first year for a burnt offering、

and ａ young･pigeon, or ａ turtledove、 for ａ ･sin offeringレunto the: door　of the

tabernacleト6f the congregation√unto the pries」………: j　=士∧　　　　ｿ……　　　../:･･･

　（６）『レビ記』12・ 8 :「しかし，もし彼女が羊を買.う余裕がなければゝ･..二羽の山鳩か，

二羽の家鳩のひなを取り，一羽は全焼のいけにえとしぐもうニ羽は罪めたふめのいけにえと

しなさい．祭司は彼女のために噴いをする．彼女はきよめられる/ And if she be not

able to bring a lamb, then she shall bring :two turtles［turtledoves］√or two young

pigeons; the one for the burnt offering, 瓦nd the･other foｒｹﾞａsin offering: and the

priest shall make an atonement for her, and she shall be clean」

　（7）『レビ記』14 -22:「また，手に入れることのできる山鳩二羽か家鳩のひな二羽を

取らなければならない．その一羽は罪のためのいけにえ，他の一羽は全焼のいけにえとす

る/ And two turtledoves, or two young pigeons,トsuch as he is able to get; 卸d the

one shall be a sin offering, and the other a burnt offering」．　　十

　（８）「レビ記」14 ・ 30 : 「その者は，手に入れる,こと:のできた=山鳩か，家鳩のひなのう

ちから一羽をささげる/ And he shall offer the one of the turtledoves, or of the

young pigeons, such as he can ｇｅt」　　　　　　　　=ﾀﾞ

（９）『レビ記』15・14:「八日目には、自分のために、山鳩二羽か家鳩の:ひな二羽を取

らなければならない。彼は主の前、会見の天幕の入口の所に来て、それを祭司にわたす／

And on the eighth day he shall take to him two ＼加州edoves､ぺortwo young pigeons、

and come before the LORD unto the door of the tabernacle of the congregation、

and give them unto the priest」　　　　　　　　　ト　　　　　　　　犬

　（10）『レビ記』15・29:「八日目には、その女は山鳩二羽か家鳩のひな二羽を取り、そ

れを会見の天幕の人口の祭司のところに持って来なければならない/ And on the eighth

d尽y she 尚ａｎ take unto her two turtlesし[turt如d卵φレｏ万ｒ………j.･邨

bring them unto the priest、to the door of the tabernacle of the congregation」

　(11)『民数記』6 ・10 : 「そして八日目に山鳩二羽か家鳩のﾉぴﾚな二羽を会見の天幕の人
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□め祭司のところに持って来なければならない/ And on the eighth day he shall bring

two turtles［turtledoves］,or two young pigeons, to the priest, to the door of’the

tabernacle of the congregation」｀　　　　　　　　　　　　し

(12)『列王記　第二』6 ・25:「そのころ、サマリヤにはひどいききんがあった。その

うえ、彼らが包囲していたので、ろばの頭一つが銀八十シェケルで売られ、鳩の糞一カブ

の四分め一が銀五シェケルで売られるようになった/ And there was ａ great famine

in Samaria:　ａｎｄ、behold、they besieged it、until an ass's head ｗａs［sold］for

fourscore［pieces］of silver、and the fourth part Ｍ a cab of dove's d如g for five

［pieces］of:silver」　づ　　　　　　　　　　　　　　　ニ

　(13)『詩編』55・6 :そこで私は言いました。「ああ、私に鳩のような翼があったなら。

そしたら、飛び去って、休むものを/ And l said、0h that l had wings like ａ dove!

［for then］、wouldl fly away、 and be at rest」

　(14)「詩編」68・13:「あなたがたは羊のおりの間に横たわるとき、銀でおおわれた、

鳩の翼。その羽はきらめく黄金でおおわれている/ Though ye have lien among the

pots、［yetshall ye be aS］the wings of a dove covered with silver、and her feathers

with yellow gold」

　(15)『詩編』74・19:j「あなたの山鳩のいのちを獣に引き渡さないでください／O

deliver not the soul of thy turtledove unto the multitude てof the wicked］」

　(16)『雅歌Jjl・15:「ああ，わが愛する者。あなたはなんと美しいことよ。なんと美

しいことよ。あなたの目は鳩のようだ/ Behold, thou art fair, my love; behold, thou

art fair; thou hast doves' eyes」

　（17）『雅歌』2・12:「地には花が咲き乱れ、歌の季節がやって来た。山鳩の声が、私

たちの国に聞こえる/ The flowers appear on the earth; the time of the singing of

birds is come、 and the voice of the turtle［turtledove］is heard in our land」

（18）「雅歌」2 ・14:「岩の裂け目，崖の隠れ場にいる私の鳩よ。私に，顔を見せてお

くれ。あなたの声を聞かせておくれ。あなたの声は愛らしく，あなたの顔は美しい／Ｏ

my dove, that art in the clefts of the rock, in the secret places of the stairs, let

me see thy countenance, let me hear thy voice;　for sweet is thy voice, and thy

countenance is comely」　　　　犬　　　　　　　：

　(19)「雅歌」４・１：「ああ、わが愛する者。。あなたはなんと美しいことよ。なんと美

しいことよ。あ¨なたの目は、顔おおいのうしろで鳩めようだ／Behold、thou art fair、

my loｖｅトbehold、thou art fair; thou hast doves' eyes within thy locks」

　（20）『雅歌』５・２：私は眠っていましたが、心はざめていました。戸をたたいている

117
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愛する人の声。「わが妹，わが愛する者よ6:戸を開:けﾚておくれよ=ﾉ私の鳩よ=:よ汚れのないも

のよ／l sleep, but my heart waketh: it is the voice of my beloved that knocketh,

saying, Open to me, my sister, my love, my dove, ｍyｕ姐efiledj

　（21）『雅歌』5 ・12:汀その目は，乳で洗われ，池のほとりで休み，水の流れのほとり

にいる鳩のようです/ His eyes are as the eyes of doves∧by the rivers of waters,

washed with milk, and fitly ｓｅt」　　犬　　　　∧…………＼　　　　　……:　　　　上

(22)「雅歌」６・９：「汚れのないもの，私の鳩はただひとり。彼女は，その母のひと

り子，彼女を産んだ者の愛する子。娘たち:は彼女を見で，幸いガと言い√王妃たぢ，=そば

めたちも彼女をほめた/ My dove, my undefiled is but one; she is the only one　of

りｅｒmother, she is the choice one of her that bare her.　The daughters saw her, and

blessed her; yea, the queens and the concubin臨,犬く回=･andth町ﾉﾉ折aisedしheｒ」

(23)「イザヤ書」38・14:「つばめや、つ=るのよう:に、私は泣き、鳩のﾚように、うめき

ました。私の目は、上を仰いで衰えました。＼主よ。私はしいだげられでいます。私の保証

人となってください/ Like a crane［ｏｒ］ａswallow、 so did I chatter: l did mourn as

ａ ｄｏｖe:　mine　eyes　fail ［with　looking］upward:　○上腿

undertake for me」　　　　　　　　　　　犬　　　　　　　　犬〉　　　　＼

(24)「イザヤ書」59・11 : 「私たちはみな=、熊のよｽうにほえ、土鳩のよう＼にうめきにうめ

く。公義を待ち望むが、それはなく、救いを待ち望むが、ぞれは私たちから遠く離れてい

る/ We roar a11 like bears、 and mourn sore like doｖes: we look for judgment、 but

［there is］none; for salvation、 ［bｕt］itしis far ｏ狸from如」　　………………

　(25)「イザヤ書」60・ 8 :「雲のように飛び、巣に帰る鳩のように飛んでくる者は、だ

れか。　Ｗｈｏ［ａｒｅ］these［that］fly as a cloud､=4皿as the……d･ovestoj･their wine!ＯＷＳ?）

　（26）「エレミヤ書」８・７：「山鳩、つぼめ、つるも、自分め帰る時を守るのに、わた

しの民は主の定めを知らない/ the turtle［t面tledove］∧如d th（ﾚcrane and the

swallow observe the time of their cominぽ; butｹﾞmy people know not the judgment

of the ＬＯＲＤ」

　（27）『エレミヤ書』48・28:「モアブの住民よ。町を見捨てで岩間に住:め。穴の入口の

そばに巣を作る鳩のようになれ/ O ye that dwell in Moab、 leave the cities、 and

dwell in 仙ｅ rock、 and be like the dove :［that］………maketh∧㈲いしnestin､ﾐ……thesides･of the

hole's ｍｏｕth」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∧　　　　十

　(28)『エゼキェル書』7 ・16:上「それを逃れた者が逃げて、し山々に行づ……:でも、彼=らは谷

間の鳩のようになって、みな自分の不義のために泣き悲しむ∠But they that escape of

them shall escape、 and shall be on the mountains like doves of thりvalleys、all of

them mourning, every one for his iniquity」
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　(29)「ホゼア書」ﾉ７万･111:「エフライムは、愚かで思慮のない鳩のようになった．ﾄ彼ら

はエジプト＼を呼び立て、アテシリヤヘ行ぐ/ Ephraim also≒is like a silly dove without

heart:they call tｏ＼Egypt、 they go to Assyria」：ニ＼ノ　．･．．･･　　．．･．　　　・．　・　．・････．

　（30）『ホセア書』11 ・11 : 「彼らは鳥のようにエジプトから、鳩のように：ア＼ツ：シリヤの

地から、震えながらやって来る。私は彼らを＼自分たち御家に住まわせよう。こ主の御告

げ／‥Ｔｈｅyshall tremble as a bird:QUt of Egypt､ニand as ａ巾）砲＼ｏｕtofﾊﾟtheダ臨nd丿of

Assyria:and l will place them in their houses, saith the ＬＯＲＤ」　　レ ＼

　(31)『ナホム書』ト２ ・ ７ ：「王妃は捕らえられて連れ去ら万れ、そのはしためは鳩めよう

な声で嘆き、胸jを打って悲しむ/ And Huzzab shall beﾕed away captive√she shall be

brought up、and her maids shall !ead ［het］as with the voice of doｖeS･、tabering

upon their breasts」し　犬　　　　＼　　　尚　　‥　　　・．．．･．・　．･　　　　．・　．･．

　(32)「マタイによる福音書」3 ・16:「こうして、イエスはバプテスマを受けて、すぐ

水から上がられた。すると、天が開け、神め御霊が鳩のように下って√自分の上に来られ

るのをご覧になった/ And Jesus√when he wasしbaptized, ＼め3ntup straightway ｏμ

of the water: 面d､Ｊｏ、the heavens ｗ卯ｅ opened ｕｎtｏ＼him、 and he 飽ｗ the Spirit of

God descending玉ke a do･Ve、and lighting upon him」‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　‥‥‥　‥

　(33)「マタイによる福音書」10・i6丿「いいですかよわたしが、＼あなたがたを遣わすの

は、狼の中に羊を送り出すようなものです。ですから、蛇めよへうにさとく、鳩のよう比す

なおでありなさい/ Behold、I send you forth asニsheep如トthe midst ｄ wolves: be 如

therefore wise上ａ斗serpents、and harmless as doｖｅs」　　十　…………＝　　　　　………

(34)「マタイによる福音書」2i/･ 12 : 「それから√イ土スは宮にはいっ:ｔ、宮め中で売

り買いする者たちをみな追い出し、両替人の台や、ﾄ鳩を売る者たちの腰掛けを倒された／

And Jesus went into the temple ｏ卜Ｇｏｄ、and＼･castout all them that sold▽乱nd

bought in the temple、 and overthrew ･the tables ofﾀﾞthe moneychangers, and the

seats of them that sold doｖes」ト　　ｊ　　∧　　………）　：　犬〉　．･

　(35)「マルコによる福音書」ｌ ｉ１０：「そして、水の中から上がられ」ると√すぐそのと

き、六天が裂けて御霊が鳩のように自分の上に下られるのを=ﾕ、ご覧になった/ And

straightway coming up out of the water、he s友ｗthe heavens opened、ａりdthe Spirit

like a dove descending upon him」　二　　　　　十　……＼‥‥‥‥　‥‥‥　‥　‥‥ｊ

(36)『マルコによる福音書』11 ・15 : 「それから、彼らはエルサレムに着いた。：イヱス

は宮にはいり、宮の中で売り買いしている人々を追い出し始め、両替人の台や、ﾉ鳩を売る

者たちの腰掛けを倒し、ま=だ宮を通り抜けて器具を運ぶことｿをだれにもお許しにならなかっ

:た/ And th砂 come to Jerusalem: and Jesus 毎卵t into the temple√and began 祐

cast out them that sold ･and bought in theトtemple,and overthrew the tables of the

moneychangers、and the seats of them that sold doves」‥　　　‥　＼　………
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　ト(37)し『ルカによる福音書』……2･ﾚ2ぐ〉ま……だ√主の律法こに/J……
…
『山ｿば壽÷づカ八:八こ==∧=書ごｹたμ=4………万家ば

とφ/びな二羽」＼ど定められたそヘころに従ごらノ首犠牲を]さノさブ:げ岑たケめレ=であレうノたノ………Ａ面∧to

offeｒａ肺crificeｊ叫)rdinｇｔo▽thaｔ刄hi姉ノ縦ケケ縦縦ノ=組レ怖（ゾ桓加………φf日jth６Ｌjφれ

(38) rルこかによ=る福音書』=3y･刀:

回をご覧になった。＼ま=た、:天かlら声が7しﾄだJﾉ

:れを喜ぷ／Ａ皿ﾙthe Holy Ghost犬dle如蝉1緋ﾀﾞ

面d a 々oiむｅ（斑斑e from heaven, which

well∧pleased」ｹﾞ･･．･　･･･．　　　　　　･･．　ｊ

(39)『ヨパネによる福音書Ji＼・32:まだ:加IJ

天か:ら下らで，犬こめ方の上にとどまられるの……?§

saying,ユsaw the･ Spirit descりnding from

]叫姐｣………………，ト…………十=　　　　□:………万

(40)↑ヨハネヶによる福音書』2▽･ﾚ14 :十｢を/し=･

両替人たちがすﾉわってﾚいるのをご覧にﾉいっﾉ･

s耐dﾄφｘ叫ａりd sheep ahd犬d（球心s,andニ仙（

(41)ﾚ『戸りネによ＼る福音書』……2・16 : まt

で行け6わたしの父の家を商売の家と万して/

dovesレTake these things hence; make

ぐhandisejニ　　……………J……………　＝

　と見て宍くﾀﾞれ捨、先ず第一に、｢レ.ピ記｣犬が端的ﾗ叱

｢清浄｣を意味する唯ヤめ鳥であ＼ｻら＼たと言えよ=う＼Jﾕyyl;

清潔な鳥はハ＼ﾄ∧しかないと信･じていた｣甲の/である4

賛になる唯ニめ鳥懲い出産後の＜不浄＞を消す供:j

音書』ダ(2 -24):は√産婦の清め:の儀式でパドを神

書の世界にも万引き継がれでいることを示すも

れの刄いも‥の、レ私の鳩Jはた｡だひ=とﾚり丁という

でもあるこ/とを示すものづであ1る。＼六十レレ………

次に、ハトが神の愛する者、＜ヤでヽウエの民

や．『雅歌』を見れば明らかで)あ:る．ノヽﾍﾄﾞが千生1

の象徴＞であるからこそ、(あ:なた沈)山鳩のいの

(741.･……19)の.言葉は丁ヤハヴェヤ)民が敵の生贅に

　第三に、しハドはイズラギルT芒は我が国のケグダ
　　　･‥　･･　ｌ．　．・　．･･･．･　．　･：　　　．・・　　　・
というしの.も･、｢半.ジトト.の鳴ﾉぎ声は冬が終わ=り、=＼

へ¬j番早く帰る鳥の一つである｣(16)から々ﾚある．

鳩め声が、/私たちめ国に聞こえる上､という『雅歌』………:｢゜:2=､=:=｣や1:自

紅i*ll尤･^-i- if- rｱいアＳｋ･之一　　　　　二・　一犬　．･　＼ト∧･･.･...･･.･.･)‥‥‥:､:役割を示すものである。

上=に下ﾚられぐる

たﾉしはこ

him,

1∧am

界ではj･こ∧7）ﾄ･.Sま
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ﾄ『皿力にｽよﾚる福

が√新約聖

廿るが、=｢汚

ﾄなる鳥

は上記の……『詩編』

･∧同時にくヤ祁ウj4;の民

だ＼さﾄい丁とい/う尚『詩編J

Jる』(甲φ)であこる＼。△‥

rる代表的:な鳥々あjる。

をﾔ示す卜/j‥パレノズチナ

)季節がやトつくて来た。山

告げ=島ﾚと①でのノヽトの
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　第四に、ハトの鳴き声は聞く人によっては哀れに満ちているが、ハド（キジバト）は「哀調深い

ことを表す」（17）鳥でもある。それは「私たちはみな、熊のようにほえ、鳩のようにうめきにうめく」

という『イザヤ書』（59 ・11）の言葉に反映されている。こめハ犬卜の鳴き声について、ギルバート・

ホワイトは「ハトはタークーと言って、情のこもったような、また悲しいような鳴き方をしますが、

これは遂げ得ぬ恋を表象するものであります」(18)と述べている。

　さて、＜平和の象徴＞、＜神に捧げることの出来る唯一の鳥＞、＜ヤハウ土の民の象徴＞と見て

くれば、ハトは聖書の世界で破格の扱いを受けていると言えようが、それが頂点に達するのは「新

約聖書」に於いてである。というのも、ハトは「神の御霊」、聖霊の象徴どして用いられているか

らである。イエスがヨルダン川で洗礼を受けられた時、神の御霊がハトめような形をして天からイ

土スの上に下られたという話は、上で見たように、四つの福音書に亙うて述べられている。ちなみ

に、この新約聖書の故事に基づき、紋章学では「聖霊の鳩は頭を下にして飛ん懲いる姿で描かれる

のが決まり」(19)とのことである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ

　ハトが聖書の世界で、このように高い評価を与えられているのは人間の目に映る外面的な特質の

みならず、ｲヽ卜そのものが持つ内面的な特質とも不可分に連関するものであろう･。「鳩のようにす

なおでありなさい」（『マタイによる福音書』10・16）というイエスの言葉は、そめ何よりの証左で

ある。 hubris（傲慢、不遜）がヘブライズムとヘレニズムという二大世界で共通する人間の大罪七

あったことを思い見れば、イエスの言葉はパトに対する我々の評価を更に一段と押し上げるもので

あろう。では、ギリシア神話の場合はどうであろうか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（四）　　　　　　　　　　　：

　聖書でハトは烏によって象徴される「闇の暗さ」の後に続く「明るさ」を表し、「神の御霊上め

象徴でもあったが、「明るさ」も「神の御霊」も共に天から来るものである。ハトが「ワシととも

に、大空一天国を表す最も基本的な象徴の一つ」剛とされているのは、この飛翔力に優れた可憐な

鳥と「大空一天国」との密接な結びつきを示す証左である。とはいえ、「大空一天国」から地上に

下るものは丁明るさ」と丁神の御霊」のみではなかろう。「神託」もまた天界から下るものである。

したがって、ハトはギリシア神話では天帝ゼウスと結びつき、「天国の知らせをもたらすもの」と

見なされ、「巫女は、神託を聞くためにハトの鳴き声に耳を傾けた」（21）という。ちなみに、ハトが

「死後の魂」を象徴し、「瀕死の殉教者の口より生まれでるハト」(22)としで絵画によく描かれている

のは、地上から大空に向かうハトの姿からの連想であろう。

　ギリシア神話に於いてハトが「万物の母＝レア丁や「豊饒の女神＝デメテル」と関連を持ち、

「バッカス（ディオニュソス）のシンボル」(23)とされているのは、この鳥の旺盛な繁殖力によるもの

であろう･。=『朝日＝ラルース　世界動物百科（鳥類）』によれば、「ハトは一年に数回営巣するもの

が多い」うえに「繁殖期が季節的に限られている他の鳥と違い、自らのそのう亦ら出る《ハトの

乳》でひなを養えるので、あまり季節に左右されずに繁殖のやり直しができる」(24)とのことである。

イソップは「ハトとガラス」という一寓話の中でハトの旺盛な繁殖力に触れ、それを郷楡の対象と

している。というのも、ハトが子供の多さを自慢した時、カラスによっでThe larger the number

of your family、the gｒりatery･our cause of sorrow”(25)とやりこめられているからである。＼

　ギリシア神話では、ハトは「愛の女神［アフロディテ＝ヴィーナス］に捧げられた」(26)鳥でもあ

るが、それはこの鳥がとりわけ愛情深い鳥として見なされていたからであろうし6 pigeon pair（男

女の双子を意味する）という成語は、何よりの証左である６というのも、しこの言葉は「ハトはいつ

も二個の卵を抱き、それらの卵から雄と雌の雛がかえると思われていた。これらの双子の雛鳥は、

そめ後もずっと相思相愛七一緒に暮らすのだという」(27)という故事、迷信に由来しているからであ
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る．ハトの習性に関して『朝日＝ラルース　世界動物百科（鳥類）』は･、（）ヽ卜の雄は一雌一雄制を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｒ　　　　■　　　　　　　　■　　　　　　　　　　ｙ厳守し、雌に愛愉を示す万……繁殖期の間、雄は相手・政だけピかか6:当りである･．僊むごとなく

雌の周囲をまわり、＜タークー＞と鳴き、尾羽（おばね）をひろげて見せたりする．また雌の頭の

羽毛をぐちばしでかく相互整羽をしたり、くちばしを/開いで雌のくぢばしを受けいれ、えさを与え

るという育雛（いくすう）の動作をしたりしたのち、交尾が行なわれる」(28)と述べている．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（五）　　　　　　　　‥　　犬

　し以上聖書とギリ､シア神話を概観しただけであるが、どう見で1もdove……という:鳥はプラスのイメー

ジやシンボルで覆い包まれているようである。しかし、ﾉ総称としての=ハトは「臆病」とか丁お人よ

し、ぼんくら」を表す鳥でもある。このマイナスのイメノージやシンボルは一体どうならているのだ

ろうか。その辛い役目を押し付けられているのがpigeonのよﾉうであ石。試しに、研究社の『英和

犬辞典』を引いでみると、doｖeは「１［鳥類］ハト《ｲヽ卜科の鳥の総称；平和・無邪気・温順・

柔和などの表象として用いられる a dove of peace　平和jめハトレレ2［the Dove］ 《天文》

はと（鳩）座｡3［the Doｖe］精霊(the Holy Spirit) (cf. Matt. 3:16）　4 a (Noahに

対するパトのように）吉報をもたらす人、平和の使者…………(ぐf. Gen、8〉ト8-12).……Ib［二しばしば愛称

の呼び掛けとして用いて］純潔で柔和な人:　my loｖｅ＼かわいい人よ。５（穏健・平和主義的外

交政策を指示するハト派/（の人）、和平論者(cf. haw皿く2）」（鰍と宍誉め言葉で満ちているのに対して、

pigeonは「１［鳥類］ハト《ハト科の鳥の総称；（特に）イェバト=《カワラバト(rock doｖｅ）

を改良しかハト；伝書バト(homing dove、 caｒ雨r pigeon)∧など》。､………＊do籾よりも大きく「野

生鳩」「家鳩」のどちらにもいう。２　《口語》だまざれやすい人(gull)、のろま(simpleton):

pluck a ～のろまから金（など）をだましどる……」（?）と、極めて分か悪い。＼　　。　　ト

　念のために、ブルーワーの『英語故事成語大辞典』/にあた:づでみて:も結果は同じである。との辞

典によれば、doｖｅは「キリスト教美術においては、ｲヽ犬ﾄは聖霊を象徴し、ハトから射す七つの光

線は聖霊の七つめ贈り物を象徴している。ハトはまた魂の象徴Tともあり=、その:ゆえにご聖者が死ぬ

ときその口から飛び立つ姿で表されることがある……・ヽ卜はまた平和、優しさ、無垢、従順の象徴

でもある」(31)と述べられているのに対して、pigeonの方は寸抽大好に（=編されやすい人ＧＵＬＬを

表す俗語。Ｔｏ ｐｉｇｅｏｎは、かなり見え透いた嘘で編して人から金を巻き上げること。ハト

(pigeon)という鳥は、いともたやすく罠にかかる鳥で=jある。く賭博の世界では√編す悪漢とそ=のえ

じきとなる人をrooks and pigeons と呼んでいる」賜とあり、ﾉしかも「To pluck a pigeon ==だま

されやすい人から金を巻き上げる」とかrPigeon-livered =ハナのよニう∧に、おと〕なしい、臆病な、

という意味」(33)という成語の用例まであげられている。　　　　犬　　　　　十

　と見てくれば、ただ色の違いのゆえに、「おそらく、土鳩(pigeon)は、白鳩:（doｖe）にあまねく

与えられている役割に辛い思いをしたことであろう」(34)と同情されるのﾚも尤もなことであろう。

　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　（六）…………………:…………=………　……

　最後に、英米の文学作品に登場するハトについて見てみようj。シェイクスピアの戯曲でdove

を見てみ､ると、「ヴィーナスの清浄無垢な鳩にかけて叫〉［by the simplicity o卜Venus' doｖ臨P6）」

（『夏の夜の夢』１幕１場）、（鴉を見限って鳩を愛するのは当然じゃないか尹）［Who will not

change a raven for ａ dove?］」（『夏の夜の夢』ソ2幕2万場）√「眠っておられまするか、しわたしの恋

しいお方。や、や、これは、なんと息たえていられるとはし（38）（ＡＳｌｅｅｐ、㎡y love? ／ What、

dead、my doｖｅ?）」（『夏の夜の夢』５幕１場）、才女鳩が金色の巣をかえす時めように、じっとお

となしく(39)てas patient as the female ｄｏｖｅ、ノ＼When:that her golden couplets are dis-
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closed)」（「ハムレット」５幕１場）、「余の女たちに立ち交じって、一きわ目立つあの美しい姿は、

まるで鴉の群に伍する、雪を欺くし白鳩の風情だ(40)［So shows a snowy dove trooping with

crows、/ As yonder lady o'er her fellows shows］（『ロミオとジュリエット』１幕５場）、「そ

の白衣の法服にいたしましてからが、明らかに清浄無垢の象徴、平和と幸福、鳩の精霊を現わした

ものではございませんか(41)［Whose white investments figure innocence、 ／ The dove and

very blessed spirit of peace］ （『ヘンリー四世　第二部』４幕１場）等の表現が見られるが、

pigeonの方は「おれは鳩のように気が弱い(42)［l am pigeon-livered］」（『ハムレット』２幕２場）

と形無しである。

　アメリカ文学でも「むかしわたしは一匹の猟犬と一頭の栗毛の馬と一羽の雄鳩とをうしない、今

でもその行方をさがしている(43)［I long ago lost ａ ｈｏｕnd、ａ bay horse、 and ａ turtle-dove、 and

am still on their trail］(44)」（『ウォールデン』）とか「ジーアは真ん中で折りたたんだ一枚の葉書

をポケットから取り出七、レイに渡した。その葉書には、とても青い色をした勿忘草の花輪にとまっ

ている白バトの姿が描かれ、誕生日を祝する言葉が書かれていた［She took from her pocket a

postcard、bent in the middle and f01ded、 and handed it to Ray. On it was a white ｄｏｖｅ、

perched on ａ wreath of very blue forget-me-nots、and ”Birthday Greetings” in gold letters］

(40」（ヴィラ・キャザー、『雲雀の歌』）という文例の中でハトが用いられている。前者に関七て、

篠田錦策は「この節は恐らくThoreauが真理を追究している心持ちを比喩的に書いたものであろ

う」(≪)と述べているが、後者に関しても勿忘草の花と共に白バトにも何らかの象徴的な意味が秘め

られていると言ってよかろう。というのも、この葉書は無垢な少女が永遠に遠くの地に去った年老

いた恩師から受け取ったものだからである。ちなみに、ハトがアメリカの象徴としてしばしば用い

られたのは、新大陸の発見者懲あるコロンブス［Ｃｏｌｕmbｕs］がラテン語でてり卜」を意味するか

らである(47)。以上見たように、全般的に言って、英米文学の世界でも脚光を浴びているハトは

doｖｅの方であり、裏方で辛い思いをしているのはpigeon のようである○｡･　　　　　　:･.　　I
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